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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第21期

第１四半期連結累計期間
第22期

第１四半期連結累計期間
第21期

会計期間
自 2017年７月１日
至 2017年９月30日

自 2018年７月１日
至 2018年９月30日

自 2017年７月１日
至 2018年６月30日

売上高 (千円) 4,430,480 6,559,495 16,085,447

経常利益 (千円) 566,297 961,377 1,440,768

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 389,748 670,545 988,990

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 389,748 670,545 988,990

純資産額 (千円) 7,018,148 7,895,006 7,450,617

総資産額 (千円) 25,913,196 26,848,378 28,527,820

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 15.53 26.67 39.36

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 15.52 － 39.34

自己資本比率 (％) 27.1 29.4 26.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △524,603 1,986,686 △1,600,548

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △779,108 △472 △1,388,374

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 940,622 △2,243,566 3,106,577

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 3,740,320 3,963,711 4,221,064
 

(注)１. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

   ２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　３．第22期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有

している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループにおいて営まれる事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　(1) 財政状態及び経営成績の状況

　　①経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間における当社グループの経営成績は、売上高6,559百万円（前年同四半期比48.1％

増）、営業利益1,011百万円（前年同四半期比62.0％増）、経常利益961百万円（前年同四半期比69.8％増）、親

会社株主に帰属する四半期純利益670百万円（前年同四半期比72.0％増）となりました。

事業内容別の業績は以下のとおりであります。なお、当社グループは投資用・分譲用マンションの開発・仕入及

び販売を主体とする不動産事業の単一セグメントであるため、不動産事業内容別に記載しております。

 

（不動産開発販売）

投資用ワンルームマンション５棟249戸の売却及び用地転売２件により、不動産開発販売の売上高合計は6,432

百万円（前年同四半期比49.9％増）となりました。
 

（不動産仕入販売）

買取再販（１戸）の売却により、不動産仕入販売の売上高合計は31百万円（前年同四半期比41.4％減）となり

ました。
 

（その他）

不動産仲介及び不動産賃貸業等により、その他の売上高合計は95百万円（前年同四半期比12.5％増）となりま

した。

 

　②財政状態の状況

当第１四半期連結会計期間末の連結総資産は、前連結会計年度末に比べ1,679百万円減少し26,848百万円となりま

した。

これは主に、不動産開発販売事業において物件の販売が進んだことにより、たな卸資産が1,744百万円減少したこ

とが要因であります。

負債は、前連結会計年度末に比べ2,123百万円減少し18,953百万円となりました。

これは主に、不動産開発販売事業に係るプロジェクト資金の返済が進んだことにより長期借入金(１年内返済含

む）が2,134百万円減少したことが要因であります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ444百万円増加し7,895百万円となりました。

これは主に、期末配当金の支払があった一方、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上があったことが要因で

あります。
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(2) キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動により資金が増

加した一方、投資活動及び財務活動により資金が減少したことにより、前連結会計年度末に比べ257百万円減少

し、3,963百万円となりました。

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と増減要因は次のとおりであります。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の増加は、1,986百万円（前年同四半期は524百万円の減少）となりました。

これは主に、たな卸資産の減少による資金の増加や、税金等調整前四半期純利益の計上があったことが要因であ

ります。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）　　

投資活動による資金の減少は、０百万円（前年同四半期は779百万円の減少）となりました。

これは、有形固定資産の取得があったことが要因であります。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の減少は、2,243百万円（前年同四半期は940百万円の増加）となりました。

これは主に、不動産開発販売事業における自社開発用地取得のための長期借入れによる収入が増加した一方、物

件の販売に伴う長期借入金の返済、及び期末配当金の支払などにより、資金の支出が上回ったことが要因であり

ます。

 
　(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間において、該当事項はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 64,000,000

計 64,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2018年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2018年11月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 25,144,100 25,144,100
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は100株でありま
す。

計 25,144,100 25,144,100 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2018年９月30日 － 25,144,100 － 1,682,463 － 1,082,675
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2018年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

251,403 ―
25,140,300

単元未満株式
普通株式

― ―
3,800

発行済株式総数 25,144,100 ― ―

総株主の議決権 ― 251,403 ―
 

(注) 「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式52株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2018年７月１日から2018年

９月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2018年７月１日から2018年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表に

ついて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2018年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,231,064 3,973,711

  販売用不動産 2,618,048 3,267,133

  仕掛販売用不動産 16,006,346 13,611,836

  仕掛品 － 1,380

  その他 206,306 512,567

  流動資産合計 23,061,766 21,366,629

 固定資産   

  有形固定資産 4,902,753 4,902,108

  無形固定資産 3,213 3,024

  投資その他の資産 560,086 576,616

  固定資産合計 5,466,053 5,481,749

 資産合計 28,527,820 26,848,378

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,638,204 1,578,270

  短期借入金 195,000 285,000

  1年内償還予定の社債 36,000 20,000

  1年内返済予定の長期借入金 8,130,739 8,082,340

  リース債務 15,830 21,621

  賞与引当金 － 26,277

  未払法人税等 70,864 331,751

  その他 756,922 454,340

  流動負債合計 10,843,561 10,799,601

 固定負債   

  長期借入金 10,098,008 8,012,272

  リース債務 32,893 51,154

  株主優待引当金 25,941 16,009

  退職給付に係る負債 44,020 43,611

  その他 32,779 30,724

  固定負債合計 10,233,641 8,153,770

 負債合計 21,077,203 18,953,372

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,682,463 1,682,463

  資本剰余金 1,180,590 1,180,590

  利益剰余金 4,579,854 5,024,103

  自己株式 △14 △14

  株主資本合計 7,442,893 7,887,142

 新株予約権 7,723 7,864

 純資産合計 7,450,617 7,895,006

負債純資産合計 28,527,820 26,848,378
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2017年７月１日
　至 2017年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年７月１日
　至 2018年９月30日)

売上高 4,430,480 6,559,495

売上原価 3,483,047 5,246,771

売上総利益 947,433 1,312,723

販売費及び一般管理費 323,176 301,609

営業利益 624,257 1,011,114

営業外収益   

 受取利息 16 11

 その他 925 3,627

 営業外収益合計 941 3,638

営業外費用   

 支払利息 45,292 48,293

 支払手数料 13,605 5,082

 その他 2 0

 営業外費用合計 58,900 53,375

経常利益 566,297 961,377

税金等調整前四半期純利益 566,297 961,377

法人税、住民税及び事業税 169,081 313,251

法人税等調整額 7,468 △22,420

法人税等合計 176,549 290,831

四半期純利益 389,748 670,545

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 389,748 670,545
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2017年７月１日
　至 2017年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年７月１日
　至 2018年９月30日)

四半期純利益 389,748 670,545

その他の包括利益 － －

四半期包括利益 389,748 670,545

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 389,748 670,545

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2017年７月１日
　至 2017年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年７月１日
　至 2018年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 566,297 961,377

 減価償却費 27,299 28,564

 株主優待引当金の増減額（△は減少） － △9,932

 受取利息及び受取配当金 △16 △11

 支払利息 45,292 48,293

 リース投資資産の増減額（△は増加） △370,255 5,667

 たな卸資産の増減額（△は増加） △1,305,615 1,744,045

 未払消費税等の増減額（△は減少） △6,532 △3,365

 仕入債務の増減額（△は減少） 1,459,900 △59,933

 賞与引当金の増減額（△は減少） 20,934 26,277

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1,260 △409

 その他 △499,720 △650,910

 小計 △61,156 2,089,662

 利息及び配当金の受取額 16 12

 利息の支払額 △41,742 △46,798

 法人税等の支払額 △421,721 △56,190

 営業活動によるキャッシュ・フロー △524,603 1,986,686

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △779,108 △472

 投資活動によるキャッシュ・フロー △779,108 △472

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 505,000 90,000

 長期借入れによる収入 2,282,500 467,478

 長期借入金の返済による支出 △1,603,544 △2,601,613

 社債の償還による支出 △16,000 △16,000

 リース債務の返済による支出 △4,903 △4,953

 株式の発行による収入 7,177 －

 配当金の支払額 △229,607 △178,477

 財務活動によるキャッシュ・フロー 940,622 △2,243,566

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △363,090 △257,353

現金及び現金同等物の期首残高 4,103,410 4,221,064

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  3,740,320 ※  3,963,711
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。　

 

(会計方針の変更等)

　　該当事項はありません。　

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(追加情報)

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2017年７月１日
至 2017年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年７月１日
至 2018年９月30日)

現金及び預金 3,750,320千円 3,973,711千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 △10,000千円 △10,000千円

現金及び現金同等物 3,740,320千円 3,963,711千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2017年７月１日 至 2017年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年７月13日
定時取締役会

普通株式 301,102 12.00 2017年６月30日 2017年９月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 2018年７月１日 至 2018年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年８月９日
臨時取締役会

普通株式 226,296 9.00 2018年６月30日 2018年９月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、投資用・分譲用マンションの開発・仕入及び販売を主体とする不動産事業の単一セグメントで

あるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2017年７月１日
至 2017年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年７月１日
至 2018年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 15円53銭 26円67銭

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 389,748 670,545

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

   普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
金額(千円)

389,748 670,545

    普通株式の期中平均株式数(株) 25,099,511 25,144,048

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 15円52銭 －銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

    普通株式増加数(株) 10,897 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

2016年11月15日取締役会
決議ストックオプション
（新株予約権）
新株予約権：１種類
新株予約権の数：2,290個
新株予約権の対象となる
株式の数：229,000株

2016年11月15日取締役会
決議ストックオプション
（新株予約権）
新株予約権：１種類
新株予約権の数：1,950個
新株予約権の対象となる
株式の数：195,000株

 

（注） 第22期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有し

ている潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

2018年８月９日開催の臨時取締役会において、2018年６月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期

末配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額 226,296千円

② １株当たりの金額 9円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2018年９月28日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2018年11月８日

株式会社アーバネットコーポレーション

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 関　 口  男  也 ㊞

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 高　 津  知  之 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アーバ

ネットコーポレーションの2018年７月１日から2019年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(2018年７

月１日から2018年９月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2018年７月１日から2018年９月30日まで)に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アーバネットコーポレーション及び連結子会社の2018年

９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状

況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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